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Ⅰ．はじめに 

１ 構想の概要 

（１）構想の目的 

 本構想は、『荒川区都市計画マスタープラン』の日暮里拠点の一部で
ある西日暮里一丁目まちづくり構想対象区域（以下「対象区域」とい

う。）において、災害に強く、安全・安心でにぎわいのあるまちづく

りを推進することを目的として策定するものである。 

 特に、三河島駅前においては、市街地再開発事業の検討が進められる
ことから、重点的な整備方策も踏まえて、地域全体の発展に市街地再

開発事業が果たすべき役割を意識して策定するものである。 

 

（２）対象区域  

 対象区域は、尾竹橋通り、道灌山通り、鉄道沿線に囲まれた地域とし、
以下に示す。（荒川区西日暮里一丁目2～5番、6番の一部、7～13番、

19～32番、42～49番、61番） 

 なお、「Ⅵ．まちづくりの方針」及び「Ⅶ．重点整備地区の整備方針」
については、周辺地域を含めた広いエリアで検討する。 

  
（３）構想の目標年次 

 本構想の目標年次は、上位計画・関連計画や市街地再開発事業の検討
状況を踏まえて、15年後の平成43年度とする。 

再開発検討区域 

対象区域 
（約12.5ha） 

三河島駅 

※緑色の部分は、再開発検討区域に加え検討を進めることになった地域。 
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２ 策定フロー 

 構想策定フローについて以下に示す。 

 

地区の位置付け、地区の現況 

Ⅳ．地域住民等を対象にした勉強会の開催 

テーマの例 

まちの現況（防災性、地域資源等） 
まちづくりの事例紹介 
模擬的まちづくり 
（どんなまちになったらいいか） 

Ⅵ．まちづくりの方針  

対象区域のまちづくりの方針 
公共・公益施設の整備方針 
重点整備地区の設定 

Ⅰ．はじめに 

（１）構想の目的 
（２）対象区域 
（３）構想の目標年次 

Ⅱ．上位計画・関連計画の整理 

東京都における対象区域の位
置付け 
荒川区の上位計画・関連計画に
おける対象区域の位置付け 
基本構想、基本計画 
都市計画マスタープラン 
その他計画等 

Ⅲ．地区現況の整理 

土地利用・建物利用の現況 
防災性 
商業機能の状況 
公共・公益的都市機能の立地状況 
不動産動向 
市街地再開発事業における効果 
人口・世帯数 
公共交通 
都市計画道路の状況 

Ⅴ．対象区域における特性、課題等の整理 

ゾーンの設定、各ゾーンの課題等の整理 

Ⅶ．重点整備地区の整備方針 

リーディングプロジェクトを踏まえた検討 

Ⅱ.Ⅲ.Ⅳの総括 


